
第42回通常総代会（大山崎ふるさとセンター）

駐車場が十分ありません。ご協力をお願いします。

❖居宅介護支援事業所
❖通所リハビリテーション
❖訪問リハビリテーション
❖訪問看護ステーションにじ
❖訪問介護ステーション
❖配食サービス
❖健康づくり
❖介護予防運動教室

介護事業など

•  午前診療は予約の方を優先させていただいています
•  夜間診療は予約制ではありません
•医療生協組合員さんを対象に、午前中のみ送迎サービスがあります。窓口で相談してください

医誠会診療所 診療体制表

お問い合わせ ☎ 921-0661

月 火 水 木 金 土

午　前
（予約制）
9：00～12：30

1診 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科） 山西（内科／第1・3・5週）

池原（内科／第2・4週）

2診 大山（内科） 大山（内科） 大山（内科） 小林（整形
外科） 大山（内科） 休診

午　後
【往診】 【往診】 【往診】 【往診】

休診 休診

夜　間
18：00～20：00 山西（内科） 休診 休診 大山（内科） 山西（内科） 休診

P. 2～ 5 通常総代会報告集
P. 7 新任・退任のご挨拶
P. 8 健康診断を受けましょう

題字／蔡　東隆先生

No.213  2021. 9 . 1（隔月発行）
乙訓医療生活協同組合

ホームページhttp://www.otokuni-hcoop.com
Eメールinfo@otokuni-hcoop.com



第
42
回
通
常
総
代
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
適
用
中

の
開
催
と
な
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
書
面
に
よ
る
決
議
」
を
中
心
と
し
て
参
加
者
も
必

要
最
小
限
の
規
模
で
時
間
短
縮
と
い
う
形
態
で
の
総
代
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
代
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
時
間
の
制
限
か
ら
５
人
と
な
り
、
そ
の
概
要
報
告
と
文
書

発
言
と
な
っ
た
総
代
か
ら
の
質
問
や
意
見
も
概
要
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
代
会
で
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見（
文
書
発
言
を
含
む
）に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
理
事
会

で
論
議
し
た
上
で
順
次
お
返
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
代
定
数
1
4
9
人
中
、
本
人
出
席
22
人
、

書
面
出
席
1
2
1
人
、
欠
席
６
人
で
総

代
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
次
い
で
、
議
事
運
営
委
員
会
か

ら
互
選
に
て
選
出
さ
れ
た
村
井
知
実
委
員

長
よ
り
議
事
運
営
の
提
案
が
あ
り
、
議
場

か
ら
異
議
、
質
問
は
な
く
、
議
案
の
提
案

に
入
り
ま
し
た
。

議
案
の
提
案
に
先
立
ち
、
田
中
と
み
子

専
務
理
事
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

と
り
わ
け
、「
５
月
の
診
療
所
だ
よ
り
」

で
乙
訓
医
療
生
協
の
歴
史
を
認
識
せ
ず
に

京
都
市
民
を
部
外
者
の
よ
う
に
扱
っ
た
記

載
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
に
対
し
て
、
表
現

が
不
適
切
で
あ
り
、
今
後
の
教
訓
と
し
た

い
と
の
報
告
と
お
詫
び
が
あ
り
ま
し
た
。

第
42
回
通
常
総
代
会
は
、
６
月
20
日

（
日
）10
時
よ
り
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
３
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
石
村
侔
総
代
が
選
出
さ
れ
た
あ

と
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
い
て
、
佐
藤

卓
利
理
事
長
よ
り
、「
医
療
生
協
は
医
療

介
護
の
最
前
線
で
の
仕
事
だ
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
始
ま
り
現
場
の
皆
さ
ん
に
大
き

な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
医
誠
会
診

療
所
で
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
で
困
っ
て
い

る
高
齢
者
も
多
い
の
で
、
手
伝
い
の
声
か

け
な
ど
医
療
生
協
の
皆
さ
ん
の
力
を
発
揮

し
て
下
さ
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

資
格
審
査
委
員
会
か
ら
互
選
に
て
委
員

長
に
選
出
さ
れ
た
藤
田
育
男
委
員
長
よ
り

第1号
議 案

2
0
2
0
年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

政
府
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
度
に
わ
た
る

緊
急
事
態
宣
言
等
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

感
染
抑
制
に
大
き
な
効
果
も
な
く
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
政
府
方
針
の
押
し
付
け
に
よ

り
市
町
村
に
混
乱
を
も
た
ら
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
約
53
万
床
の
急
性
期
病
床
の
削

減
や
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の

１
割
か
ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
な
ど
国
民

の
安
全
安
心
と
は
逆
行
し
た
政
策
を
続
け

て
い
ま
す
。

重
点
課
題
の
振
り
返
り
で
は
、
ひ
と
つ

の
診
療
所
に
医
療
・
介
護
が
あ
る
強
み
を

発
揮
し
て
活
動
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

６
月
に
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
伴
っ
て

働
き
方
も
変
わ
り
、
検
診
シ
ス
テ
ム
も
変

更
し
ま
し
た
。
向
日
市
で
は
第
１
号
医
療

機
関
と
な
り
、
協
会
け
ん
ぽ
の
本
人
健
診

や
特
定
健
診
が
増
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
組
合
員
と
職
員
が
協
働

す
る
健
康
づ
く
り
の
場
は
あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た
が
、
支
部
で
は
体
操
サ
ー
ク
ル
な

ど
様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
２
回

の
健
康
講
座
や
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
２
回

取
り
組
み
ま
し
た
。

全
国
４
課
題
の
到
達
は
議
案
書
の
通
り

で
す
が
、
仲
間
ふ
や
し
・
増
資
の
目
標
達

成
率
は
58
％
と
46
％
で
し
た
。

理
事
会
で
の
集
中
討
議
に
よ
り
ま
と
め

通
常
総
代
会
報
告
集

2
0
2
1
年
６
月
20
日　

大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

乙訓医療生協
2021年度
スローガン

事
業
と
活
動
を
通
じ
た
社
会
貢
献
を
ひ
ろ
げ
、

�

乙
訓
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
成
長
し
よ
う

～
創
意
工
夫
で「
で
か
け
る
　
つ
な
が
る
　
安
心
を
結
ぶ
」と
り
く
み
を
広
げ
る

～
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
具
体
化
を
自
分
た
ち
の
手
で
す
す
め
る

～
日
本
国
憲
法
を
守
り
、平
和
で
人
権
が
保
障
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
行
動
す
る

第
42
回

●
新
理
事
・
監
事
の
紹
介
（
敬
称
略
）

役
　
名

氏
　
名

選
出
区

新
・
再
・
元

代
表
理
事

理
事
長

佐
藤
　
卓
利

全
体

再

副
理
事
長
山
西
　
卓

全
体

再

代
表
理
事

専
務
理
事
上
西
　
良
太

全
体

新

常
務
理
事
藤
田
　
育
男

全
体

再

常
務
理
事
田
中
　
と
み
子
全
体

再

常
務
理
事
新
堀
　
悟
史

全
体

元

理
事

糸
井
　
文
子

大
山
崎
支
部

再

理
事

宇
城
　
隆

５
向
支
部

再

理
事

岡
本
　
正

全
体

新

役
　
名

氏
　
名

選
出
区

新
・
再
・
元

理
事

奥
原
　
恵
美

西
京
支
部

再

理
事

川
上
　
明
弘

向
陽
東
向
日
支
部

再

理
事

小
森
　
悦
子

長
岡
京
支
部

新

理
事

鈴
木
　
堂
司

３
向
支
部

再

理
事

鈴
木
　
文
章

向
陽
西
向
日
支
部

元

理
事

髙
梨
　
輝
子

全
体

再

理
事

千
葉
　
善
清

全
体

新

理
事

福
井
　
眞
喜

全
体

再

理
事

松
居
　
恵
津
子
４
向
支
部

新

理
事

南
　
　
哲
也

６
向
支
部

新

理
事

村
井
　
知
実

２
向
支
部

再

役
　
名

氏
　
名

選
出
区

新
・
再
・
元

理
事

山
中
　
繁

長
岡
京
支
部

再

特
定
監
事
長
　
誠
一
郎

再

監
事

大
井
　
正
広

新

監
事

塩
見
　
好
朗

再

監
事

橋
本
　
栄

新

●
退
任
さ
れ
た
理
事
・
監
事
（
敬
称
略
）

役
　
名

氏
　
名

役
　
名

常
務
理
事
米
重
　
恭
子

理
事

広
瀬
　
美
砂

理
事

川
﨑
　
妙
子

理
事

冨
家
　
禎
子

理
事

田
代
　
博

た
中
長
期
計
画（
案
）は
、
全
支
部
と
の
懇

談
会
を
行
い
、
2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）と
し
て
１
年
間
か
け
て
討
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

決
算
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
環
境

の
中
で
も
、
医
療
事
業
で
は
予
算
達
成
、

介
護
事
業
で
も
予
算
に
肉
薄
し
、
当
期
剰

余
金
は
1
4
9
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
過
年
度
か
ら
の
税
務
上
の
赤
字

が
な
く
な
り
、
今
年
度
か
ら
は
法
人
税
が

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

第2号
議 案

2
0
2
1
年
度
事
業
計
画
の
件

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
事
業
と
活
動
を
通
じ

た
社
会
貢
献
を
ひ
ろ
げ
、
乙
訓
に
無
く
て

な
ら
な
い
存
在
に
成
長
し
よ
う
」
で
す
。

重
点
課
題
と
し
て
大
き
く
３
つ
を
掲
げ

ま
し
た
。
①
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
と
社

会
参
加
を
大
切
に
、“
健
康
づ
く
り
”
と

“
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
を
ひ
ろ
げ

ま
す
　
②
「
総
合
力
」
と
「
連
携
」
で
事
業

を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
組
合
員
の
く
ら
し

に
貢
献
し
ま
す
　
③
「
い
の
ち
の
章
典
」

を
実
践
す
る
医
療
福
祉
生
協
の
人
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

第3号
議 案

2
0
2
1
年
度
予
算
決
定
の
件

2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）を
当
面

の
目
的
と
し
て
、
必
要
な
自
己
資
金
を
確

保
し
て
い
く
た
め
、
経
常
剰
余
金
の
目
標

を
1
0
4
4
万
円
と
し
ま
す
。
電
子
カ

ル
テ
の
フ
ル
活
用
で
の
全
身
管
理
や
各
事

業
の
件
数
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
組
合
員

活
動
を
段
階
的
に
通
常
に
戻
す
こ
と
を
前

提
に
、
教
育
文
化
費
は
2
0
1
9
年
度

予
算
の
水
準
に
引
き
上
げ
ま
す
。

第4号
議 案

2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

決
定
の
件

2
0
3
0
年
の
乙
訓
医
療
生
協
の
姿

と
し
て
５
つ
の
柱
①
向
日
市
、
長
岡
京
市
、

大
山
崎
町
と
京
都
市
内
の
定
款
地
域
で
人

と
人
が
つ
な
が
る
場
が
あ
り
、
人
生
を
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
る
。
②
複
数

の
診
療
所
を
拠
点
に
、
地
域
の
医
療
・
介

護
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
。
職
員

が
専
門
家
と
し
て
の
技
術
向
上
と
医
療
生

協
、
民
医
連
と
し
て
の
自
覚
と
や
り
が
い

を
も
ち
、
努
力
し
て
い
る
。
③
地
域
の
健

康
と
く
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、「
足
腰

の
強
い
」
経
営
を
実
現
し
て
い
る
。
④
自

主
的
な
組
合
員
活
動
の
発
展
・
組
織
拡
大

が
す
す
み
、
定
款
地
域
に
、
中
学
校
・
小

学
校
単
位
に
支
部
が
あ
り
、
20
の
支
部
、

１
万
人
の
組
合
員
が
活
動
し
て
い
る
。
⑤

助
け
あ
い
、
支
え
合
い
の
活
動
を
、
地
域

の
実
態
と
要
求
に
基
づ
き
、
支
部
単
位
で

展
開
し
て
い
る
。
を
掲
げ
、
案
の
ま
ま
採

択
し
て
１
年
間
で
内
容
を
練
り
上
げ
て

2
0
2
2
年
の
総
代
会
で
確
定
し
ま
す
。

第5号
議 案

定
款
の
一
部
変
更
の
件

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の

関
連
に
伴
い
、
当
法
人
の
定
款
に
つ
い
て

も
関
連
条
項
を
改
正
し
ま
す
。

第6号
議 案

役
員
選
挙

新
し
い
理
事
及
び
監
事
の
選
挙
を
行
い

ま
す
。（
選
挙
結
果
は
左
表
参
照
）

第7号
議 案

2
0
2
1
年
度
役
員
報
酬
限
度
額

決
定
の
件

報
酬
総
額
を
34
百
万
円
以
内
と
し
各
役
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員
の
報
酬
額
・
支
給
方
法
は
理
事
会
に
一

任
願
い
ま
す
。

第8号
議 案

2
0
2
1
年
度
借
入
金
限
度
額
決

定
の
件

６
千
万
円
と
し
ま
す
。

第9号
議 案

議
案
決
議
効
力
発
生
の
件

関
係
官
庁
へ
の
届
出
に
際
し
て
議
決
の

趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
で
語
句
の
修
正
は

理
事
会
に
一
任
願
い
ま
す
。

❖ 

❖ 

❖

議
案
の
審
議
に
入
り
、
５
人
の
総
代
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

総
代
会
当
日
発
言
概
要

（
紙
面
の
関
係
よ
り
発
言
要
旨
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）

�

①
６
向
支
部
　
牧
井
美
重
子
総
代

　
コ
ロ
ナ
禍
で
訪
問
行
動

が
い
つ
も
の
３
分
の
１
で

し
た
。
６
向
の
高
齢
化
は

ま
す
ま
す
進
み
、
地
域
か
ら
の
色
々
な
困

り
事
の
相
談
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
運
営

委
員
が
相
談
を
受
け
た
時
の
ル
ー
ル
作
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
の
職
員
の
離
職
の
原
因
は
？
組
織

部
の
増
員
で
組
合
員
活
動
の
充
実
を
お
願

い
し
ま
す
。

�

②
向
陽
西
向
日
支
部
　
髙
木
春
男
総
代

　
認
知
症
は
７
３
０
万
人
、

誰
が
な
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
で
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
楽

し
く
住
め
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
始
め
ま
し
た
。
全
支
部

で
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
へ
の
話
し
合
い

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
４
号
議
案
で
工
程
表
が
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
小
委
員
会
で
話
さ
れ
る
の
で

す
か
。

�
③
西
京
支
部
　
澤
秀
子
総
代

　
蔡
東
隆
医
師
が
医
院
を

開
設
し
医
療
生
協
を
結
成

し
た
62
年
の
歴
史
に
学
び
、

定
款
４
条
の
京
都
市
に
編
入
前
の
旧
乙
訓

全
体
を
見
据
え
た
活
動
を
。

　
南
・
伏
見
で
支
部
を
つ
く
る
た
め
組
織

部
の
業
務
・
人
員
の
再
検
討
を
。
７
号
議

案
の
役
員
報
酬
限
度
額
に
つ
い
て
は
対
象

人
員
等
の
詳
細
の
提
案
を
。

�

④
４
向
支
部
　
生
路
彰
総
代

　「
支
え
あ
い
の
会
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
月
平
均
70

～
90
件
の
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
組
合
員
の
方
か
ら
「
本
当
に
助
か

っ
て
い
る
」「
組
合
員
で
よ
か
っ
た
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
他
人
に
興
味
を
も

た
な
い
社
会
」
が
広
が
る
今
、「
困
っ
た

人
を
思
い
や
る
社
会
」
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

�

⑤
長
岡
京
支
部
　
小
森
悦
子
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
サ

ー
ク
ル
や
班
が
い
く
つ
か

増
え
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

が
支
部
内
に
あ
る
こ
と
の
効
果
が
出
て
い

ま
す
。
支
部
組
合
員
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
そ
の
事
業
の
中
心
と
な
る
拠
点

が
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
30
年
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、
若
い
世
代
や
高
齢
者
が
集
え

る
場
所
づ
く
り
を
、
た
く
さ
ん
の
人
と
一

緒
に
夢
を
語
っ
て
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
代
文
書
発
言
概
要

�

⑥
西
京
支
部
　
東
憲
一
総
代

　
２
号
議
案
の
事
業
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
乙
訓
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
成

長
し
よ
う
」
は
京
都
市
内
の
定
款
区
域
を

除
外
し
て
お
り
反
対
。
再
検
証
委
員
会
で

４
人
の
名
誉
回
復
を
確
認
。
そ
の
方
法
は

未
定
。
役
員
報
酬
で
使
用
人
兼
務
役
員
と

の
区
分
を
明
確
に
。

　
総
代
会
で
出
た
質
問
等
に
対
し
回
答
無

し
は
明
確
に
定
款
58
条
の
説
明
義
務
に
違

反
。

�

⑦
向
陽
西
向
日
支
部
　
齋
藤
美
保
子
総
代

　
長
岡
京
支
部
の
活
動
セ
ン
タ
ー
運
動
の

よ
う
に
、「
気
軽
に
誰
で
も
“
出
か
け
ら

れ
る
”
多
世
代
の
た
ま
り
場
づ
く
り
」
を

進
め
た
い
。
地
域
の
組
合
員
の
方
が
亡
く

な
り
、
そ
の
自
宅
を
地
域
活
動
を
す
る
人

た
ち
に
移
譲
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、

そ
の
取
得
に
つ
い
て
理
事
会
で
議
論
し
て

欲
し
い
。

�

⑧
５
向
支
部
　
山
本
祥
治
総
代

　
乙
訓
医
療
生
協
で
は
健
康
講
座
や
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

が
、
支
部
の
桜
台
自
治
会
で
も
医
誠
会
の

協
力
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、

向
日
市
の
「
出
前
講
座
」
も
74
回
と
な
っ

て
お
り
、
案
内
ビ
ラ
は
、
不
参
加
で
も
次

の
参
加
へ
つ
な
が
る
の
で
案
内
を
し
て
い

ま
す
。

�

⑨
３
向
支
部
　
香
山
義
輝
総
代

　
再
検
証
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
、

私
の
中
で
は
決
着
済
と
思
っ
て
い
た
が
、

診
療
所
の
新
築
移
転
を
考
え
る
と
以
前
の

土
地
建
物
問
題
の
本
質
の
追
及
が
必
要
不

可
決
で
す
。
過
去
の
問
題
は
早
く
に
決
着

を
つ
け
、
こ
の
問
題
が
整
理
さ
れ
た
ら
佐

藤
理
事
長
を
中
心
に
関
係
者
や
組
合
員
の

意
思
疎
通
を
図
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

⑩
長
岡
京
支
部
　
千
葉
善
清
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
診
療
所
の
新

築
で
は
、
足
腰
の
強
い
経
営
を
目
指
し
、

診
療
科
目
の
増
加
や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、

分
院
増
設
、
そ
し
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
体

制
の
強
化
に
よ
り
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　
人
材
発
掘
で
は
、
組
合
員
の
中
で
過
去

に
医
療
従
事
の
経
験
者
な
ど
を
探
す
必
要

が
あ
る
。

�

⑪
西
京
支
部
　
松
岡
博
之
総
代

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
件
で
西
京
組
合
員
の

訴
え
。

�

⑫
６
向
支
部
　
川
上
洋
子
総
代

　
乙
訓
医
療
生
協
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
の
熱
い
思
い
を
見
聞
き
す
る
機
会
が

な
い
の
で
、
そ
の
理
念
や
歴
史
を
学
べ
る

機
会
が
欲
し
い
。
例
え
ば
「
青
い
空
」
に

そ
の
理
念
や
簡
単
な
年
表
を
掲
載
す
る
だ

け
で
も
理
解
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

理
事
会
を
代
表
し
て
、

田
中
専
務
よ
り
答
弁

発
言
通
告
用
紙
12
通
の
う
ち
５
人
の
方

に
発
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本
的

に
は
賛
成
の
立
場
で
発
言
頂
い
た
と
思
い

ま
す
。

６
向
支
部
で
は
高
齢
者
の
方
を
し
っ
か

り
把
握
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
で
も
助
け

や
支
え
の
必
要
な
人
へ
の
活
動
が
密
に
で

き
る
、
そ
の
よ
う
な
日
々
の
活
動
は
す
べ

て
の
支
部
へ
教
訓
化
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

困
り
ご
と
の
相
談
に
つ
い
て
、
法
人
事
務

局
を
窓
口
に
対
応
な
ど
を
明
確
に
し
ま
す
。

2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
資
金
作
り

は
集
め
方
、
方
針
化
が
必
要
で
、
大
口
の

出
資
金
の
在
り
方
な
ど
議
論
も
必
要
で
す
。

職
員
の
働
き
方
改
革
へ
の
意
見
で
は
、

退
職
者
は
労
働
条
件
の
悪
さ
や
不
満
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
希

望
職
へ
の
転
換
や
家
庭
の
条
件
な
ど
の
理

由
も
あ
り
、
働
き
や
す
い
職
場
を
追
求
し

て
い
き
ま
す
。
組
織
部
の
体
制
強
化
に
つ

い
て
は
、
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
人
員
配

置
を
考
え
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
を
各
支

部
へ
広
げ
る
呼
び
か
け
や
諸
団
体
へ
の
呼

び
か
け
は
大
切
で
す
。
2
0
3
0
年
ビ

ジ
ョ
ン
案
の
今
後
の
進
め
方
で
、
小
委
員

会
と
各
専
門
委
員
会
と
の
関
係
は
理
事
会

の
課
題
と
し
ま
す
。

西
京
支
部
か
ら
の
歴
史
を
理
解

し
て
ほ
し
い
と
い
う
発
言
、
職
員

は
乙
訓
医
療
生
協
の
歴
史
は
冊
子

で
学
ぶ
が
、
私
も
理
解
で
き
て
い

な
か
っ
た
が
、
常
に
歴
史
を
学
び

つ
つ
新
し
い
活
動
に
乗
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
総
代

会
で
総
額
を
決
め
、
各
々
の
報
酬

の
内
容
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
一

任
い
た
だ
く
と
い
う
提
案
で
す
。

「
支
え
あ
い
の
会
」、
困
っ
た
人

を
大
切
に
す
る
社
会
を
目
指
す
と

言
う
の
は
医
療
生
協
の
理
念
の
実

践
で
あ
り
広
げ
て
い
き
ま
す
。

長
岡
京
に
事
務
所
と
の
願
い
、

新
築
移
転
の
診
療
所
の
ス
ペ
ー
ス
や
場
所

な
ど
、
い
ろ
ん
な
要
求
が
あ
る
中
で
、

2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
案
の
内
容
と
し

て
、
大
い
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
議
論
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖ 

❖ 

❖

理
事
会
か
ら
の
答
弁
の
後
、
次
の
二
つ

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
①
文
書
発
言
と

な
っ
た
発
言
に
つ
い
て
、
中
身
を
理
事
会

で
集
約
し
て
も
ら
え
る
の
か
。
②
12
通
の

発
言
通
告
の
中
で
、
５
人
の
発
言
者
の
選

び
方
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
議
長
よ
り
、

「
支
部
が
重
な
ら
な
い
よ
う
発
言
し
て
も

ら
っ
た
。
発
言
通
告
の
中
身
に
つ
い
て
は

理
事
会
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
、
討
議
の
ま
と
め
を
終

え
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、
異
議
は
な
く
、

議
案
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

議
長
よ
り
議
案
の
採
択
に
入
る
旨
提
案

が
あ
り
、
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
再
度
総

代
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
役
員
選
挙
の
第
６
号
議

案
を
除
き
採
決
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案

が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
役
員

候
補
者
全
員
が
信
任
多
数
で
選
出
さ
れ
た

旨
報
告
が
あ
り
、
以
上
を
も
っ
て
第
42
回

通
常
総
代
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 1 号
議 案

反対
０

保留
５

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 2 号
議 案

反対
０

保留
５

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 3 号
議 案

反対
０

保留
６

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 4 号
議 案

反対
０

保留
11

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 5 号
議 案

反対
０

保留
４

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 7 号
議 案

反対
２

保留
12

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 8 号
議 案

反対
０

保留
４

賛成
多数

過半数以上の賛成により提案
通り可決した。

第 9 号
議 案

反対
０

保留
３

賛成
多数

議案採決結果
　議案採決結果について、一部の議案の“保留”の数が当日の議
場報告と異なっていますが、報告集記載が正しい数です。
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理
事
会
だ
よ
り

６
月
理
事
会
報
告

　
６
月
20
日
の
第
42
回
通
常
総
代
会
の
あ

と
、
第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
、
６
月
30

日
に
は
第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
理
事
会
で
は
、
理
事
長
・
専
務

理
事
・
常
務
理
事
の
選
任
と
役
員
報
酬
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
理
事
会
で
は
、
新
た
な
理
事
体

制
の
中
、
あ
ら
た
め
て
理
事
の
自
己
紹
介

を
行
い
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
決
裁
事
項
と
し
て
、
診
療
所
天
井
裏
Ａ

Ｌ
Ｃ
床
板
修
理
60
万
５
千
円
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
・

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
動
脈
硬
化
等
）検
査
装
置
購
入

１
３
３
万
１
千
円
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
更
新
20
万
９

千
円
の
執
行
を
決
裁
し
ま
し
た
。

　�

協
議
事
項�

　
５
月
度
の
経
営
状
況
は
92

万
６
千
円
の
経
常
剰
余
金
が
確
保
で
き
ま

し
た
。
医
療
・
介
護
事
業
共
に
予
算
超
過

で
き
て
い
ま
す
。

　
第
42
回
総
代
会
の
ま
と
め
に
つ
い
て
討

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
３
０
年
ビ
ジ

ョ
ン
案
の
論
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
推

進
の
た
め
の
小
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
課

題
を
整
理
し
ま
し
た
。

７
月
理
事
会
報
告

　
診
療
所
管
理
部
会
議
報
告
で
は
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
人
員
不
足
の

状
況
が
報
告
さ
れ
、
人
員
確
保
を
巡
る
課

題
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　�

協
議
事
項�

　
６
月
度
の
経
営
状
況
は
、

２
９
７
万
９
千
円
の
経
常
剰
余
金
が
確
保

で
き
、
予
算
達
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

４
月
以
降
３
カ
月
連
続
の
黒
字
、
予
算
超

過
と
な
っ
て
お
り
順
調
な
滑
り
出
し
と
の

評
価
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
料
な
ど
も
収
益
増
加
の
一
因
で

す
。

　
そ
の
他
、
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
案
の

論
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
小
委

員
会
を
作
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
を
。
ま

ず
は
広
く
組
合
員
の
知
恵
や
意
見
を
寄
せ

て
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
討
議
集
会
の

よ
う
な
機
会
を
企
画
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
委
員
会
の
担
当
理

事
の
分
担
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

況
を
踏
ま
え
た
８
月
の
組
合
員
活
動
の
指

針
文
書
を
確
認
し
ま
し
た
。
７
月
の
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
解
除
以
降
、
新
規
感

染
は
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
８
月
度

も
７
月
と
同
様
の
感
染
対
策
上
の
制
約
を

守
っ
て
活
動
を
行
う
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　
上
西
良
太
と
申
し
ま
す
。
47
歳
で
す
。

６
月
１
日
か
ら
、
医
誠
会
診
療
所
の
事
務

長
を
担
い
、
６
月
20
日
の
第
42
回
総
代
会
、

そ
の
後
の
理
事
会
を
経
て
、
こ
の
た
び
新

し
く
専
務
理
事
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
京
都
市
内
で
働
い
て
お

り
ま
し
た
。
京
都
民
医
連
加
盟
の
信
和

会
と
い
う
法
人
で
、
あ
す
か
い
病
院（
元
、

京
都
民
医
連
第
二
中
央
病
院
）や
、
介
護

老
人
保
健
施
設
茶
山
の
さ
と
と
い
っ
た
事

業
所
で
、
事
務
と
し
て
20
年
余
り
様
々
な

経
験
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
ご
縁
が
あ
っ
て
乙
訓
医
療
生

協
に
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
診
療
所
の
あ

る
向
日
市
は
も
と
よ
り
、
定
款
地
域
の
長

岡
京
市
や
大
山
崎
町
、
京
都
市
内
で
は
あ

っ
て
も
西
京
区
や
南
区
、
伏
見
区
な
ど
、

正
直
な
と
こ
ろ
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

で
あ
ま
り
関
わ
っ
た
こ
と
の
無
い
地
域
ば

か
り（
実
家
は
伏
見
区
で
す
の
で
、
伏
見

は
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ま
す
）で
、
戸
惑
い

と
新
鮮
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
医
療
生
協
と
い
う
法
人
形
態
で
働
く
と

い
う
の
も
初
め
て
の
経
験
で
す
。
こ
の
２

カ
月
ほ
ど
の
間
に
、
支
部
総
会
な
ど
支
部

で
の
取
り
組
み
に
お
呼
び
い
た
だ
く
機
会

も
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
こ
で
の
い
ろ
ん
な

お
話
や
、
日
々
の
診
療
所
へ
の
組
合
員
さ

ん
の
出
入
り
や
活
動
の
様
子
も
見
な
が
ら
、

医
療
生
協
の
組
合
員
さ
ん
や
支
部
の
活
発

な
活
動
や
課
題
点
な
ど
を
自
分
な
り
に
学

ん
で
い
ま
す
。

　
乙
訓
医
療
生
協
の
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
を
具
体
化
し
て
い
く
節
目
の
時
期
に
専

務
理
事
を
担
う
こ
と
の
役
割
の
大
き
さ
は
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
で
す
。
た
だ
、

医
療
生
協
の
活
動
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

力
を
集
め
て
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
ふ
う
に
力
を
集

め
て
い
く
か
、
理
事
会
の
運
営
に
お
い
て

も
、
私
の
役
割
と
し
て
も
大
切
に
す
る
べ

き
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
42
回
通
常
総
代
会
を
も
っ
て
、
専
務

理
事
の
交
代
と
乙
訓
医
療
生
協
と
の
嘱
託

契
約
満
了
に
伴
い
同
日
付
け
で
退
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
乙
訓
医
療
生
協
に

お
世
話
に
な
っ
て
丸
５
年
の
間
、
様
々
な

方
面
か
ら
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ
い
た
組

合
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
京
都
民
医
連
中
央
病
院（
前
身
の
右
京

病
院
含
む
）、
京
都
民
医
連
第
二
中
央
病

院（
現
京
都
民
医
連
あ
す
か
い
病
院
）、
川

端
診
療
所
、
京
都
民
医
連
事
務
局
を
経
由

し
、
乙
訓
医
療
生
協
で
42
年
間
の
民
医
連

歴
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で
き
、
安
堵

感
で
一
杯
で
す
。

　
民
医
連
に
入
職
当
時
は
、
医
療
は
良
い

時
代
で
、
老
人
医
療
の
無
料
化
も
経
験
し

ま
し
た
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
医
療
費
の

削
減
、
介
護
保
険
の
導
入
な
ど
で
医
療
の

現
場
は
様
変
わ
り
し
て
い
き
ま
し
た
。
医

療
機
関
も
介
護
事
業
所
も
様
々
な
対
応
策

を
迫
ら
れ
、
経
営
の
困
難
さ
は
増
す
ば
か

り
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
事
業
所
を
守

り
、
患
者
・
利
用
者
を
守
っ
て
き
た
の
は
、

職
員
と
組
合
員
や
共
同
組
織
の
力
そ
の
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
乙
訓
医
療
生
協
に
来
て
、「
病
気
に
な

っ
た
時
」
だ
け
で
な
く
「
健
康
に
な
る
た

め
の
」
生
協
と
い
う
考
え
方
が
と
て
も
新

鮮
で
し
た
。
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
、

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
く
ら
し

の
困
っ
た
解
決
、
助
け
合
い
活
動
な
ど
今

後
の
日
本
の
行
く
末
を
見
通
し
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。「
2
0
3
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
案
」
は
そ

の
よ
う
な
活
動
を
さ
ら
に
地
域
に
広
げ
た

土
台
の
上
に
、
新
し
い
診
療
所
が
生
ま
れ

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
今
後
は
理
事
の
一
人

と
し
て
、
議
論
の
推
進
に
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
誠
会
診
療
所
の
看
護
師
長
を
し
て

い
ま
す
。
看
護
師
の
採
用
、
勤
務
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
５
月
ま
で
は
、
外
来

の
対
応
と
訪
問
看
護
の
所
長
を
兼
務
し

て
い
ま
し
た
が
、
６
月
よ
り
、
全
体
の

看
護
師
の
管
理
と
、
訪
問
看
護
の
所
長

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

看
護
学
校
卒
業
後
、
京
都
保
健
会
の

中
央
病
院
に
就
職
し
ま
し
た
。
手
術
室

や
外
科
整
形
外
科
病
棟
に
所
属
し
ま
し

た
。
深
夜
の
緊
急
手
術
や
、
病
棟
で
の

交
代
勤
務
な
ど
体
験
し
、
様
々
な
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
産
育

児
休
暇
を
経
て
子
育
て
の
た
め
、
夜
勤

の
な
い
中
央
病
院
の
外
来
で
の
配
属
に

な
り
ま
し
た
が
、
夜
診
察
、
当
直
勤
務

な
ど
が
あ
り
、
夫
や
私
の
実
家
や
夜
間

保
育
所
な
ど
、
色
々
な
人
に
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
勤
務
し
ま
し
た
。
当
直
時

に
子
ど
も
を
両
親
に
預
け
て
い
ま
し
た

が
、
情
緒
不
安
定
に
な
り
、
夜
勤
の
な

い
転
職
を
考
え
て
い
た
時
に
、
西
京
区

の
小
児
科
の
か
み
の
診
療
所
へ
の
移
動

の
お
誘
い
が
あ
り
、
11
年
勤
め
ま
し
た
。

か
み
の
診
療
所
で
の
勤
務
は
、
子
育
て

中
の
私
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
そ
の
後
医
誠
会
診
療
所
の
移
動
の

打
診
が
あ
り
、
法
人
間
移
動
で
は
あ
り

ま
す
が
、
師
長
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
外
科
、
内
科
、
小
児
科
の
経
験
は

あ
り
ま
し
た
が
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看

護
業
務
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
医
師

や
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
在
宅
で
の
介
護
、
医
療
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

在
宅
で
の
介
護
は
、
独
居
や
老
々
介

護
、
子
ど
も
さ
ん
に
よ
る
介
護
な
ど
多

種
多
用
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
状
や
生

活
に
合
わ
せ
た
看
護
、
介
護
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
に
、
医
療
生
協
で
の
地

域
で
の
支
え
あ
い
も
大
切
な
力
に
な
り

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た

在
宅
生
活
を
送
れ
る
様
、
組
合
員
の
皆

様
、
多
職
種
な
ど
と
連
携
し
て
、
利
用

者
、
家
族
を
支
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

職
員
リ
レ
ー

エ
ッ
セ
イ
⑥

看護師長
福井眞喜

次
回
は
作
業
療
法
士
の
、

東
豊
樹
さ
ん
が
登
場
予
定
で
す
。

前専務理事
田中 とみ子

新専務理事
上西 良太

退
任
の
ご
挨
拶

新
任
の
ご
挨
拶
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健康診断を
受けましょう

事務部

フ
レ
イ
ル
予
防
と

認
知
症
検
査
で
盛
り
上
が
る

 

に
こ
に
こ
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

実
行
委
員
会

　
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
た
、「
第
６
回

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
て
ら
ど
」
が
２
カ
月
ぶ

り
に
７
月
４
日
（
日
）
寺
戸
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
の
中
、

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
含
め
て
32
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
体
操
の
あ
と
、
ミ
ニ
講

座
は
向
日
回
生
病
院
の
松
下
靖
史
さ
ん
と

井
上
裕
貴
さ
ん
に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
を
予

防
し
て
い
く
為
に
」
と
題
し
て
の
お
話
と

上
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
脚
上
げ
運
動
な
ど

の
実
技
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
店
長
の
小
黒
明
紘
さ
ん
に
よ
る

高
齢
者
運
転
認
知
症
検
査
を
使
い
、
16
枚

の
絵
を
見
た
後
、
数
字
消
し
作
業
を
し
、

先
の
絵
の
名
前
を
書
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

な
か
な
か
思
い
出
せ
ず
、
さ
ら
に
ヒ
ン
ト

に
沿
っ
て
書
き
出
し
ま
し
た
。
最
後
に
白

い
紙
に
10
時
25
分
を
指
す
よ
う
に
丸
い
時

計
を
書
い
て
終
了
し
ま
し
た
。�

（
髙
木
）

短
冊
に
願
い
を
こ
め
て

 

向
陽
西
向
日
支
部

　
向
陽
西
向
日
支
部
の
恒
例
行
事
で
、
医

誠
会
診
療
所
玄
関
脇
に
七
夕
飾
り
を
設
置

し
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中

止
に
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら

飾
り
を
つ
く
る
作
業
が
楽
し
い
の
で
す
が
、

今
年
は
各
々
家
で
つ
く
り
持
ち
寄
る
こ
と

に
。
飾
り
つ
け
当
日
参
加
で
き
な
い
人
も

た
く
さ
ん
の
「
輪
く
さ
り
」
や
「
貝
く
さ

り
」
を
作
っ
て
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
立
派
な
笹
も
届
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
短
冊
は
「
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
」

「
Ａ
Ｋ
Ｂ
（
歩
け
る
ば
ー
ば
）
は
元
気
」

「
老
婆
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
」
な
ど
の

高
齢
者
標
語
？
も
あ
り
愉
し
い
。
で
も
や

っ
ぱ
り
「
コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
ま
す
よ

う
に
」
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
齋
藤
美
保
子
）

ビ
ジ
ョ
ン
を
学
ぼ
う

 
組
合
員
活
動
委
員
会

　
７
月
31
日
（
土
）、
14
時
よ
り
「
医
療

福
祉
生
協
の
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
が
医
療
福
祉
生
協
連

の
片
山
専
務
理
事
を
講
師
に
迎
え
て
開
催

さ
れ
、
医
誠
会
２
階
ホ
ー
ル
の
14
人
の
他
、

自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
な
ど
計
31
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
誰
も
が
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
て
い
く
、
そ
し
て
「
私
や

地
域
の
困
っ
た
」
の
解
決
に
、
お
互
い
が

「
困
っ
た
」
に
気
づ

き
・
話
し
合
え
、
寄

り
添
え
る
つ
な
が
り

づ
く
り
な
ど
を
中
心

に
具
体
的
な
事
例
を

挙
げ
て
話
さ
れ
、
私
達
の
活
動
が
国
連
の

提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
時
間
の
講

演
に
続
い
て
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
あ

り
、
最
後
に
片
山
専
務
よ
り
次
回
は
直
接

皆
さ
ん
と
話
が
し
た
い
で
す
と
結
ば
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
会
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、

約
２
時
間
の
学
習
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

（
鈴
木
）

フレイル予防のストレッチ体操

七夕飾りの下で

　忙しい毎日でも、年に一度は自分の
健康状態を知り、今後の健康維持や改
善の方法を考えませんか。
　医誠会診療所では、次の健診を実施
しています。

その他、雇入れ時の健康診断や企業の定期健康診断、京建労（乙訓支部・西京支部）の健康診断を実施しています。

　国民健康保険／後期高齢者医療保険　

特定健康診査／長寿健康診査
  乙訓2市1町  12月末まで
  京都市  令和4年３月末まで

　全国健康保険協会（協会けんぽ）　

被保険者　生活習慣病予防健診
被扶養者　ミニドック・特定健康診査

※被扶養者の特定健康診査は、無料

医誠会ドック（腹部エコー付）

［内　容］ 特定健診 ✚ 胸部レントゲン・頚部エコー
  ・尿塩分・血管年齢✚腹部エコ―

［料　金］特定健診料金 ✚ 12,000円

　自治体　

がん検診
大腸がん検診・前立腺がん検診

胃がんリスク検診

もの忘れ検診

医誠会診療所　TEL 921-0661ご予約・お問合せ

お手軽に健診を受けたい方へ

全国健康保険協会（協会けんぽ）加入の方は、
こちらがおすすめ！

特定健診（特定健康診査・長寿健康診査）の中身をさらに充実！

※ ご加入の健康保険や自治体によって、受診できる健診（検診）
の対象が定められています。

医誠会ドック
［内　容］ 特定健診 ✚ 胸部レントゲン

  ・頚部エコー・尿塩分・血管年齢
［料　金］特定健診料金 ✚ 8,800円

NEW

［実施期間］2021年８月～ 12月末
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つ
な
が
り
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り

 

組
合
員
活
動
委
員
会

　「
た
ま
り
場
・
班
・
サ
ー
ク
ル
活
動
紹

介
冊
子
」
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
た
ま

り
場
や
班
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
の
協
力
を

も
ら
い
完
成
。
６
月
か
ら
関
係
各
所
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
お

配
り
い
た
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
活
動
自
粛
や
制
限
に
よ
り
、
従
前
通
り

の
活
動
は
行
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
「
つ
な
が
り
づ
く
り
・

健
康
づ
く

り
」
の
取
り

組
み
に
ご
協

力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

（
水
野
）

① A ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ 　 B

⑧ C ⑨

⑩

⑪ D ⑫ ⑬

⑭ ⑮ 　 E

材
料
（
２
人
分
）

1人あたり　エネルギー 204kcal　塩分2.1g

宛 

先

〒617－0002　向日市寺戸町殿長37
乙訓医療生協「青い空」編集委員会　FAX：075－921－0667
メール：info@otokuni-hcoop.com

クロスワードパズル

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 の５文字でひとつの言葉を作ってく
ださい。答えをハガキ・FAX・メール
等で送ってください。正解者のなかか
ら抽選で５人の方に図書カード（500
円）をプレゼントします。住所、氏名
をお忘れなく。余白には『青い空』の感
想や意見など、何でも結構ですので書
いて送ってください。紙面の都合で一
部編集させていただく場合があります。
　締め切り　９月末日
　前回の答え「セイコウウドク」
　  当選者 
（ 内田さん　市川さん　植木さん

黒住さん　浅田さん）

の

〈タテのカギ〉
①土を盛り上げ草花を植えるところ
②うれしい時は気分も○○、○○♪
③白いごはんに生みたてを割りかけて
⑤メキシコ産の強い蒸留酒
⑦私刑
⑨ 大きめ茶碗にごはんを入れて。親子、てんぷ
ら、玉子
⑩風雨を防ぐため家の外側につくった戸
⑪ 木を切ったり割ったりする道具。大きなもの
はマサカリ
⑬元素記号はAu
〈ヨコのカギ〉
① 遊び、ばくちに使う。歌○○○、いろは○○○
④得意とするところ
⑥無言、しゃべらないこと
⑧イタリア、ベニスの水上ののりもの
⑩ マーキュロクロムのこと、ヨードチンキとは
別物
⑪品物とは別に何かを付けたりすること
⑫ヘミングウェイ「○○よ、さらば」
⑭ 渇いたり、鳴ったり、欲しいものがあると手が
出たりする
⑮ アサヒ、サッポロ、サントリーなどとしのぎを
削っています

① 沸騰したお湯に塩少量を入れ、キャベツとれん
こんをさっと茹でて湯をきる。
②①の鍋で絹さやを茹でて冷水にとり水気をきる。
③ ②の鍋に水を足して湯温を80℃に下げ、豚肉を
少しずつ入れ、色がかわったら氷水にとって水
気をきる。
④①②を皿に盛り、混ぜ合わせたたれをかける。

しゃぶしゃぶ用豚肉   200g
キャベツ（食べやすく切る）   1/4個（250g）
れんこん（うす切り、水にさらす）   30g
絹さや（筋を除く）   30g
たれ
　梅干し（果肉をたたき刻む）   2個
　しょうゆ、みりん、酢、水   各大さじ1

豚肉冷しゃぶ梅風味

食欲が落ちる暑い夏。梅風味と肉うま味でたっぷり
野菜もぺろりと食べられます。

乙
訓
医
療
生
協

こ
れ
か
ら
の
予
定

● 

９
月
25
日
（
土
）

月
間
ス
タ
ー
ト
集
会

● 

10
月
27
日
（
水
）

『
青
い
空
』
仕
分
け
作
業
日

食欲が落ちる暑い夏。梅風味と肉うま味でたっぷり食欲が落ちる暑い夏。梅風味と肉うま味でたっぷり
　
７
月
か
ら
運
動
教
室
が
再
開
さ
れ
、
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す
。
又
、
お
世
話
に
な
り

ま
す
。� （
向
日
市
・
寺
戸
町
　
市
川
婦
規
子
）

❖

　
コ
ロ
ナ
で
国
民
が
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
と
き
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
な
か
ろ
う
。

国
は
国
民
の
命
を
守
れ
。

�

（
西
京
区
・
大
枝
　
黒
住
嘉
輝
）

❖

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
み
な
さ
ま
の
工
夫
、
参

考
に
な
り
ま
す
。
楽
し
み
を
見
つ
け
て
良

い
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
横
井
由
美
）

❖

　『
青
い
空
』
を
10
軒
ほ
ど
く
ば
っ
て
い
て

四
季
折
々
の
花
、
ア
ジ
サ
イ
、
夏
椿
、
泰

山
木
の
花
、
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
、
キ
キ
ョ
ウ
、

カ
ボ
チ
ャ
の
花
、
バ
ラ
、
と
て
も
た
の
し
み
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
松
村
み
よ
子
）

❖

　
前
回
『
青
い
空
』
の
「
組
合
員
登
場
」

に
近
藤
健
二
さ
ん
が
登
場
さ
れ
た
の
を
拝

見
し
て
感
動
致
し
ま
し
た
。
職
場
で
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
大
先
輩
な
の
で
す
。
最

近
は
会
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元

気
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。

失
礼
で
す
が
、
奥
様
と
も
ど
も
投
稿
を
持

っ
て
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
向
日
市
・
上
植
野
町
　
尾
林 

隆
）

❖

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
い
つ
も
脳
ト

レ
に
な
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
最
近
、
岡

野
八
代
さ
ん
の
「
ケ
ア
す
る
の
は
誰
か
？
」

を
読
み
ま
し
た
。
副
題
に
新
し
い
民
主
主

義
の
か
た
ち
へ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
と

て
も
新
鮮
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し

た
。�

（
長
岡
京
市
・
一
文
橋
　
植
木
良
一
）

❖

　「
早
く
あ
け
て
ほ
し
い
ナ
梅
雨
」
コ
ロ
ナ

禍
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
騒
動
、
明
る
い
虹
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
寺
田
恵
子
）

❖

　「
人
生
、
寄
り
道
も
プ
ラ
ス
」
拝
読
し
私

も
そ
う
だ
っ
た
な
ー
と
日
々
１
０
０
％
で

歩
い
て
来
れ
た
事
に
感
謝
で
す
。

�

（
西
京
区
・
大
原
野
　
浅
田
光
子
）

❖

　
集
団
接
種
で
や
っ
と
２
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
終
え
ま
し
た
。
で
も
ま
だ
ま
だ

安
心
で
き
ま
せ
ん
ね
。

�

（
向
日
市
・
物
集
女
町
　
柴
田
輝
子
）

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
を

大
切
に

職員プロフィール　
今
年
の
３
月
か
ら
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

非
常
勤
の
介
護
福
祉
士
と
し
て
、
週
に
４

日
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
経
験
し
ま

し
た
。
新
し
い
所
で
心
機
一
転
し
よ
う
と

探
し
て
い
て
、
医
誠
会
を
知
り
、
一
度
面

接
を
申
し
込
ん
だ
も
の
の
、
事
情
が
あ
り

自
ら
断
念
。
後
日
、
医
誠
会
か
ら
再
度
連

絡
を
頂
き
、「
こ
れ
は
ご
縁
が
あ
る
」
と

勤
め
る
こ
と
に
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
経
験
が
長
く
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
で
の
介
護
は
こ
れ
ま
で
と
違

う
こ
と
に
戸
惑
い
、
悩
ん
だ
こ
と
も
。
通

所
リ
ハ
ビ
リ
の
職
員
に
相
談
し
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
聞
く
中
で
、
い
ま
は
利
用
者

さ
ん
が
来
て
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
介
護

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　「
運
動
す
る
の
と
同
時
に
、
利
用
者
さ

ん
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
を
大
事
に
し
た

い
」�

（
多
田
）

介護福祉士

田中 宣
のり

子
こ

さん

おばあちゃんの

知恵ぶくろ

生
姜
は
皮
を
む
か
ず
、
大
根
は
む
い
て
か
ら
お
ろ
す

　
生
姜
特
有
の
あ
の
香
り
の
辛
味
は
、
皮
目
の
と
こ
ろ
に

一
番
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
ろ
し
生
姜
に
す
る
時
も
、

お
年
寄
り
が
割
り
箸
の
角
で
、
出
来
る
だ
け
薄
く
皮
を
こ

そ
げ
落
す
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

　
し
か
し
大
根
の
皮
目
に
は
、
口
ざ
わ
り
の
悪
い
繊
維
や

苦
味
が
あ
る
の
で
、
調
理
の
際
は
必
ず
皮
を
む
き
ま
す
。

皮
つ
き
の
ま
ま
お
ろ
し
に
す
る
と
、
繊
維
が
混
じ
っ
て
水

っ
ぽ
く
口
ざ
わ
り
の
悪
い
も
の
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

煮
物
も
見
ば
え
よ
く
煮
上
が
り
ま
せ
ん
。
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香山 義輝さん（73）
３向支部

ル
）
の
運
営
委
員
と
し
て
関
わ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
同
じ
労
演
の
運
営
委
員
だ
っ
た

奥
さ
ん
の
美
代
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
で

し
た
。
23
歳
で
結
婚
、
転
勤
を
経
て
33
歳

の
時
京
都
へ
来
ま
す
。
以
後
40
年
、
西
院
、

向
日
町
の
社
宅
を
経
て
森
本
町
に
家
を
見

つ
け
20
年
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
４

人
、
連
れ
合
い
も
含
め
み
ん
な
音
楽
好
き

で
楽
器
を
演
奏
し
ま
す
。
呼
ば
れ
て
演
奏

会
に
出
演
も
。
昨
年
は
医
療
生
協
の
「
に

こ
に
こ
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
に
出
演
し
大

好
評
で
し
た
。

　
美
代
子
さ
ん
は
明
る
く
、
誰
に
で
も
好

か
れ
る
性
格
で
支
部
の
運
営
に
関
わ
り
推

さ
れ
て
理
事
を
２
期
４
年
務
め
ま
す
。
し

か
し
任
期
後
半
に
難
病
の
Ａ

Ｌ
Ｓ
を
患
い
ま
す
。
香
山
さ

ん
は
美
代
子
さ
ん
の
意
思
を

引
き
継
い
で
理
事
を
務
め
ま

し
た
が
、
美
代
子
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
の
は
そ
の
最
中
の

こ
と
で
し
た
。

　
ひ
ど
く
落
ち
込
む
香
山
さ

ん
を
み
ん
な
心
配
し
ま
し
た

が
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
の
励

ま
し
を
受
け
、
徐
々
に
活
動

を
再
開
し
て
い
き
ま
す
。
現

在
３
向
支
部
の
支
部
長
を
引

き
受
け
コ
ロ
ナ
禍
の
中
奮
闘

中
で
す
。
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
な
が
ら

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
に

も
参
加
、「
出
席
者
の
男
性
は
ぼ
く
ひ
と

り
で
、
も
っ
と
男
性
も
加
入
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
。
自
宅
で
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
」
も
賑
や
か
に
開
い
て
い
ま
す
。

　
支
部
運
営
で
は
運
営
委
員
の
高
齢
化
が

あ
り
若
い
方
の
力
が
ぜ
ひ
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
趣
味
な
ど
得
意
の
分
野
で
の

能
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
い
ま
凝
っ
て
い
る
の
が
ナ
ン
プ
レ
で
す
。

や
り
だ
す
と
時
間
の
感
覚
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
元
来
凝
り
性
で
短
気
な
の

に
こ
れ
だ
け
は
別
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

�

（
清
原
）

　
東
京
五
輪
が
閉
幕
し

た
。
開
幕
前
に
は
国
民

の
８
割
近
く
が
今
夏
の

開
催
に
反
対
と
の
調
査
結
果
も
示
さ

れ
て
い
た
中
で
の
、
無
観
客
開
催
。

菅
総
理
は
「
安
心
・
安
全
」「
国
民

の
命
と
健
康
を
守
る
」「
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
っ
た
証
」
と
言
葉
を
並
べ
て

い
た
が
、
開
催
期
間
が
東
京
都
の
緊

急
事
態
宣
言
発
出
中
と
い
う
矛
盾
。

政
商
・
竹
中
平
蔵
が
会
長
を
つ
と
め

る
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
や
、
電
通
な
ど

に
よ
る
、
五
輪
人
件
費
等
の
中
抜
き

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、
当

初
掲
げ
て
い
た
「
復
興
五
輪
」
の
言

葉
も
霞
ん
で
い
っ
た
。
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
で
あ
る
日
本
で
の
開
催
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
瞬
で
５
万
４
３
２

７
人
の
命
を
奪
っ
た
「
広
島
原
爆
の

日
」
の
黙
祷
も
せ
ず
に
、
な
に
が

「
平
和
の
祭
典
」
な
の
か
。

　
コ
ロ
ナ
や
五
輪
な
ど
政
府
の
対
応

を
見
る
に
つ
け
、
国
民
軽
視
が
図
ら

ず
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
ん
な

政
治
は
許
せ
な
い
。
わ
た
し
た
ち
の

手
で
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
水
野
）

編
集

雑
感

大
好
き
『
寅
さ
ん
』

　
50
巻
取
り
揃
え
た
D
V
D
、
寅
さ
ん
の

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
を
毎
日
見
ま
す
。
飽

き
ま
せ
ん
ね
。
面
白
く
っ
て
笑
っ
て
人
情

に
ほ
ろ
っ
と
な
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
言

葉
が
寅
さ
ん
の
口
か
ら
飛
び
出
し
た
り
し

ま
す
。

　
熊
本
県
玉
名
郡
木
葉
の
生
ま
れ
。
Ｊ
Ｒ

鹿
児
島
本
線
の
熊
本
と
大
牟
田
の
間
に
あ

る
山
合
い
の
村
で
す
。
中
学
校
で
は
野
球

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
少
年
で
し
た
が
熊
本
工
業

高
校
へ
進
む
と
文
化
系
に
傾
き
、
演
劇
部

に
入
り
舞
台
に
立
ち
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
も

出
場
、
３
年
生
に
な
る
と
演
出
も
受
け
持

ち
ま
す
。
演
劇
好
き
は
現
在
も
続
く
一
生

の
趣
味
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
、

Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ
産
業
）
に
就
職
、
仕

事
の
傍
ら
労
演
（
勤
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こんな場合にはご連絡ください ＊‌�転居した、電話番号を変更した、同居家族が変わった時
＊‌�組合員証を紛失してしまった時　＊退会される時
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